
外科手術調査2006   

症例票  

06年11月1日～07年2月28日の期間に、当該医療機関でそ  
の手術を受けた患者を調査対象とし、症例票の作成は06年11月  
1日～07年3月30日の期間に退院（死亡・転院・転科を含む）  
した患者の退院時および、07年3月30日時点で入院中の患者に  
ついては同日時点で行うものとする。  

【膵頭十二指腸切除術】 ＊原疾患は悪性腫瘍および良性疾患の双方を含む  

主たる術者のこの術式の術者とし ての総経験数のランク    a．10例未満 b．10～20例未満 c．20～50例未満 d．50例以上  

術 者  

情  a．10例未満 b．10～20例未満 c．20～50例未満 d．50例以上  
報  

主たる術者と手術チームの実施  同一  

責任者は異なるか  異なる   

患者の手術時年齢  （ ）歳  

患者の性別  
男  

女  

なし  

あり・無治療  
術前の糖尿病の有無  

あり・食事療法等のみ、または経口糖尿病薬治療中  

術  あり・インスリン注射使用者   
剛  
情  膵頭部癌，  

報   胆管癌  
原疾患  

十二指腸乳頭部癌  

良性疾患（良性腫瘍、慢性膵炎、外傷など）  

Ⅰ  

臨床ステージ（癌の場合）  

IV   

幽門輪温存  

実施手術（複数選択）  
手  

大動脈周囲リンパ節郭清  

術  門脈合併切除  

情 報                     手術時間   （ ）時間（）分  

術中出血量   （ ）ml  

手術実施年月日   年 月  日（西暦）   
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なし  
術後の化学療法の有無  

あり  

術後の胆管炎  
なし  

あり  

縫合不全  
なし  

あり  

術  なし  

後  あり  
情  
報  

なし  

あり  

生存退院  
退院時（または0■7年3月30日）の  

死亡退院  転帰  

07年3月30日現在入院中  

上記生存時、術前に存在しな  なし  

かった非可逆的な障害の有無  あり（障害の種類：  
）  

退院年月日   年 月  日（西暦）   

「主たる術者」とは，当該手術において最も重要な手技を実行した看であ  

る。   

「手術チームの責任者」とは，当該手術に手洗いして参加し，当該手術の  

方針や進行に関する意思決定を下した看である。したがって，「主たる術  
者」とは必ずしも一致しない。  
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外科手術調査2006  

症例票  

06年11月1日～07年2月28日の期間に、当該医療梯関でそ  
の手術を受けた患者を調査対象とし、症例票の作成は06年11月  
1日～07年3月30日の期間に退院（死亡・転院・転科を含む）  
した患者の退院時および、07年3月30日時点で入院中の患者に  
ついては同日時点で行うものとする。  

［術武名：結腸癌における牡鹿鏡下結腸切除術］  

主たる術者のこの術式の術者とし  
ての総経験数のランク  

a．30例未満 b．30～100例未満 c，100～200例未満 d．200例以上  

術 者             手術チームの実施責任者の、こ の術式の術者としての総経験数  
a．50例未満 b．30～100例未満 c．100～200例未満 d．200例   

のランク         情 報  
以上  

主たる術者と手術チームの実施  同一  
責任者は異なるか  異なる   

a．当該部位の腫瘍切除に関する初回手術  

再手術区分  b．待期的分割手術の2度目以降  

c．予期しない閉塞や合併症による再手術  

患者の手術時年齢   （ ）歳  

患者の性別  
男  

女  

盲腸  
術  

上行結腸  

情                                         癌の部位  
報  

横行結腸  

下行結腸  

S状結腸  

0  

I  

臨床ステージ  

IV   

結腸部分切除  

回盲部切除  

実施手術  
S状結腸切除  

手  結腸右半切除  
術  

情  結腸左半切除  

報  結腸全摘  

手術時間   （ ）時間（）分  

術中出血量   （ ）ml  

手術実施年月日   年 月 日（西暦）   
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なし  
術後の化学療法の有無  

あり  

なし  
縫合不全の有無  

あり  

なし  
術  

後  あり  

情  生存退院  
報  
転帰  死亡退院  

07年3月30日現在入院中  

上記生存時、術前に存在しな  なし  
かった非可逆的な障害の有無  

あり（障害の種類：  ）  

退院年月日   年 月 日（西暦）   
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06年11月1日～07年2月28日の期間に、当該医療機  
関でその手術を受けた患者を調査対象とし、症例票の作成は  
06年11月1日～07年3月30日の期間に退院（死亡・  
転院・転科を含む）した患者の退院時および、07年3月3  
0日時点で入院中の患者については同日時点で行うものとす  
る。  

外科手術調査2006   

症例票  

［術武名：直腸癌における直腸切除術／切断術］  

主たる術者のこの術式の術者と  
a．50例未満 b．50～100例未満 c．100～500例未満 d．500伊  しての総経験数のランク  

術 者             手術チームの実施責任者の、こ の術式の術者としての総経験数  
のランク  例以上  

主たる術者と手術チームの実施  

責任者は異なるか  異なる   

a．当該部位の腫瘍切除に関する初回手術  

再手術区分  b．待期的分割手術の2度目以降  

c．予期しない閉塞や合併症による再手術  

患者の手術時年齢   （）歳  

患者の性別  
男  

術  
女  

前  RS  

情                                        癌の部位  
報  

Ra  

Rb  

0  

Ⅰ  

臨床ステージ  

IV   

高位前方切除術  

実施手術  
低位前方切除術  

手  Ha止mann手術  
術  

情  直腸切断術（Miles）  

報                           手術時問   （ ）時間（）分  

術中出血量   （ ）ml  

手術実施年月日   年 月  日（西暦）   
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なし  
術後の化学療法の有無  

あり  

縫合不全  
なし  

あり  

なし  
術後の骨盤死腔炎の有無  

術  
あり  

なし  
後 情  

報  
あり  

生存退院  
退院時（または0「7年3月30日）の 転帰          死亡退院  

07年3月30日現在入院中  

上記生存時、術前に存在しな  なし  

かった非可逆的な障害の有無  あり（障害の種類：  
）  

退院年月日   年 月  日（西暦）   
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外科手術調査2006  

症例黒  

06年11月1日～07年2月28日の期間に、当該医療機関でそ  
の手術を受けた患者を調査対象とし、症例票の作成は06年11月  
1日～07年3月30日の期間に退院（死亡・転院・転科を含む）  
した患者の退院時および、07年3月30日時点で入院中の患者に  
っいては同日時点で行うものどする。  

【術式名：乳腺悪性腫瘍lこおける根治手術］  

主たる術者のこの術式の術者とし  乱50例未満 b．50～100例未満 c．100～500例未満 d．500例以上  
ての総経験数のランク  

術 者  
情  

乱50例未満b．50～100例未満c．100～500例未満d．500例以  

報  上  

主たる術者と手術チームの実施  同一  

責任者は異なるか  異なる   

患者の手術時年齢   （ ）歳  

女  
患者の性別  

男  

右  

癌の部位  左  

術  両側  

情  
0  

報  】  

】Ia  

臨床ステージ  
ⅠIb  

11Ia  

ⅠIm  

Ⅳ   

乳房温存手術  

実施手術  
胸筋温存乳房切除術（Patev．Auchincloss）  

胸筋合併乳房切除術（Halsted）  
手  

なし  
術   
情  
報  

あり  

手術時間   （ ）時間（）分  

術中出血量   （ ）ml  

手術実施年月日   年 月  日（西暦）   
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なし  
術後の化学療法の有無  

あり  

なし  
術後の内分泌療法（乃有無  

あり  

なし  
術  

後  
あり  

情  
報  

生存退院  

退院時（または07年3月30日）の  
転帰  

死亡退院  

07年3月30日現在入院中  

上記生存時、術前に存在しな  なし  

かった非可逆的な障害の有無  
あり（障害の種類：  ）  

退院年月日   年 月  日（西暦）   
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（6）日本胸部外科学会  

医療機関票  

都遭府県  

医療機関名  

回答診ホ科名また  
は講座名など  

回答者氏名  

回答者t子メール  
アドレス（間合用）  
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外科手術桝暮2007【術武名：冠勤バイパス手術】  

症例暮  楽1釧／1行でた人してください ⊂＝コはプルダウンから還軋ます 嘱目タイトルのコメン  

♯暮t■■  驚蘭惰■  

「主たる術者」の′くイ  術前血清ク  

の街着経強敵   パス手術の術者椎  験数  一手術チームの実施兼 任肴」の／くイ／くス手術   r主たる術者」とr手術 チームの実施責任者」 は異なるか？  緊急区分  再手術区分  患者の手術 時年齢  患者の性別  慢性閉塞性 呼吸翳疾患 の有■  術卿Iの厳探 病の有ホ   レアチニン 踵 〉乙0nlg／d  術前の透析 治療の著ゎ  脳血管障害 の既往  ASO／A▲A の既往  

2  

3  

4  

5  

6  

丁  

8  

9  

10  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

28  

29  

30  

31  

32  21 22 23 24 25 26 27  
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小も（セル右上の11印）－■お■いしまナ  

手術情報   

心エコーそ  
クラフト   手術日   

（西暦）  

術前の重症  術前左王道 影における   の他におけ  怖れ秤ずに  しMTホ壬の  急性心筋礫  不安定狭心  術¶の補助  人工心肺の使用      心不全の宥  ●  しVEF健 Ⅰヽ）  るLVEF〈▲0ち の低左心機 セの著書  おけるホ士 枚数  事●  重の有■  症の青書  循環施行  

1  
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術後情報   

術仰こ存在し  
なかった罪可    退院時  

警障害の有   術後の補助  幕閣胸止血  術後呼吸馨 合併症の有 ●  術後樅稀炎    遂拍な鼠神    （またはD7年3月31【い  左妃．死亡 のl■合．死  非心臨死の  退院日  手術甘からの 退味白（または  循環施行  操作の有ホ   の有ホ  経障害・脳血    場合の死因  （西層）  07年3月31日）  
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棚暮2007【縛式名目削恥匪手術】 
酎．例／，行でモ入してくだきい［：：コはプルダウンから帆ます  

徽■tt  

r主たる術書Jの弁鷹  「手術チームの実施1  r主たる栴有jと「手瘍   
術闘血漬ク  

数   術書経膿■  は異なるか？  
R息区分  再手術区分  血書の手折  点者の性舞  t性贋暮性  術傭の糖尿   レアチニン  術前の透析   症手柄の術書経旗  佳肴】の弁膜症手順の  チームの実施1任書J    時年欄   qll敦脊振患  痍の有書  ■  治療の有無             の有■   〉2 

．叫／d   

2  

3  
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1Eタイトルのコメントも（セル右上卯l印卜■お■いしまナ  

■断（暮u択可）  
l  

心工⊃－そ  

術前左宝達  
脳血管障害  ∧SO／人月A  術前の重症  感染性心内   

の忙性  の既往  心不全の  ■  腹鼓の有無  LⅥ：F住 」ヽ†  しVEF〈4仏 の隠左心機  

認動脈狭窄   術前の補助  
不全  ■nd／併二大 弁開銀不全  －・爪・F二 鎖不全  の合併  作環施行  

能の有k   
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手術情報  術後欄礪ト   

術式（複数選択可〉  

術軌＝存在し  
なかった非可    迫l克時  手術日から  

の遮駐日（ま  

対して  対して  対して   CA臼Gの併施  手術日  術緩の補助  再抑止血  折線呼囁虞 合併症の有  ＝・冊・    遊的なi｛    （またはD7年3月3】日）  左鼠死亡 の場合．寛  鼻心慮死の  遭l院巳    たは07年3月  大動賑弁に  蕾帽欄に  三尖弁に  肺陳弁に        対して   （西暦）  f：l1  膿作の手■  ■  の有兼  最■書・F血 t■書の■  
の悌   日数  
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外科手術隅暮之007【術式名：肺芯性鷹欄手術、胸腔義下肺古性膿■手術】  
症例■  酎症例／1行で記入してください l 1はプルダウンから選壬1ヨタイトルのコメン  

傭書簡t  備蘭惰t 

「主たる術者」の当  桁ポl血清ク  
該桶式の術者経験   
数   曹軽装数   ムの施責任者J は異なるか？   蓼疾患の有ホ   

（m【／dの   

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10   

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22  

23  

24  

25  

26  
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小もー統お■いしfナ  

手術什t   

リンパす  
愚僧  術式  切除範囲   郭栗範層  手術時l『 （時）  手術時間 （分）   
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＃t惰■ 

左l己生存  手術日から  

併用  放射個  再開胸操作  術後同一入 院期間内で  術後の気管 支穫・膿胸・ 事Ll豪腕のい  術後・胸臆 ドレーン腎  膿胸・軋虔 鵬・肺炎な   退院時 （または07年3月31日）   時、術前に 存在しな  左記「あり」 の場合の障  退院日   の退院眉 （吉たは0？  化学療法  療法  の有書  の肺炎の合  
（西暦）  年3月31日）  

併の有■  ずれかの合 併の有■  置期間 （日数）  と左冨己以外 の合供症  の転帰  かった非可 違約な障害 の青書  冨の種類  手での日数  

→⑫－   




